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当
町
は
〝
勤
労
者
の
住
み
よ
い
明
る

い
街
″
を
目
標
に
、
文
化
都
市
づ
く
り

に
努
力
し
て
お
り
ま
す
。
中
で
も
、
町

民
の
健
康
増
進
と
相
互
の
連
帯
・
協
調

・
融
和
の
輪
を
広
げ
る
場
と
な
る
体
育

施
設
に
つ
い
て
は
、
北
部
に
猪
熊
グ
ラ

ウ
ン
ド
、
南
部
に
吉
田
グ
ラ
ウ
ン
ド
、

中
央
に
青
少
年
体
育
セ
ン
タ
ー
を
建
設

し
て
お
り
ま
す
が
、
北
部
の
住
宅
団
地

の
整
備
に
伴
な
い
体
育
館
の
建
設
が
強

く
望
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
度
、

防
衛
庁
の
補
助
や
過
疎
債
を
活
用
し
、

み
ご
と
な
町
民
体
育
館
が
完
成
し
ま
し

た
。体
育
館
は
、
一
部
二
階
窪
。
一
階
の

面
積
が
千
三
百
十
六
・
七
七
五
平
方
メ

ー
ト
ル
あ
り
、
公
式
の
バ
レ
ー
コ
ー
ト

な
ら
二
面
取
れ
る
広
さ
で
す
。

今
後
、
町
内
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
大

い
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

な
お
、
十
月
九
日
（
夕
刊
）
の
毎
日

新
聞
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
使
用
料
は
誤

り
で
す
。
正
し
い
料
金
は
下
表
の
と
お

り
で
す
。

完成した町民体育館。町民のスポーツの場として大いに活用
されることでしょう。

体

育

館

の

概

要

（
場
所
）
古
賀
字
卯
月
（
町
道
砂
山
・

丸
ノ
内
線
沿
い
）

（
構
造
）
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
一

部
鉄
骨
一
部
中
二
階

（
規
模
）
敷
地
面
積
　
3
、
5
6
6
が

建
物
面
積
　
1
、
6
0
9
が

（一】一㌢、‖踊）

（
事
業
費
）
2
億
3
千
6
百
7
7
万
円

防
衛
庁
補
助
9
千
3
百
4
4
万

円過
疎
対
策
事
業
債
1
億
1
千

5
百
7
0
万
円

一
般
財
源
2
千
7
百
6
3
万
円

水巻町民体育館使用料

水

巻

町

民

一　 般

半　 面 2 0 0 円

全　 面 4 0 0 円

2　階 1 0 0 円

高校生

半　 面 1 0 0 円

全　 面 2 0 0 円

2　階 5 0 円

そ　の 他

利　 用 9時～12時 12時～17時 17時－21時

区　 分 1時間当り 1時間当り 1時間当り

半　 面 8 0 0 円 1，0 0 0 円 1，2 0 0 円

全　 面 1，6 0 0 円 2，0 0 0 円 2，4 0 0 円

2 ．階 4 0 0 円 5 0 0 円 6 0 0 円

※町内小・中学生の使用料は無料
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「
水
巻
町
防
犯
の
日
」

町
　
民
大
会
を
　
開
催

1
1
月
1
4
日
（
臼
）
町
民
会
館

毎
年
、
十
一
月
の
第
二
日
曜
日
を
「

防
犯
の
日
」
と
定
め
ら
れ
て
、
今
年
は

第
二
回
目
の
防
犯
の
日
を
迎
え
ま
す
。

最
近
の
犯
罪
情
勢
で
特
に
目
を
ひ
く

の
は
、
少
年
非
行
の
増
加
。
と
り
わ
け

非
行
の
低
年
齢
化
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
今
年
の
「
防

犯
の
日
」
は
、
中
学
生
が
防
犯
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
な
考
え
を
持
っ
て
い
る
か

意
見
発
表
を
中
心
に
、
防
犯
に
関
す
る

映
画
観
賞
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

犯
罪
を
な
く
し
明
る
い
町
を
つ
く
る

た
め
、
あ
な
た
も
「
防
犯
の
日
」
町
民

大
会
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

▽
日
時
　
1
1
月
1
4
日
（
日
）

午
前
9
時
3
0
分
開
会

午
前
1
2
時
　
　
閉
会

▽
場
所
　
水
巻
町
民
会
館
ホ
ー
ル

▽
催
し
①
防
犯
に
関
す
る
映
画

㊥
作
文
発
表
　
が
私
の
主
張
″

☆
青
少
年
の
健
全
な
育
成

☆
明
る
い
水
巻
町

水
巻
中
学
校
、
水
巻
南
中
学
校
の

各
学
年
か
ら
一
名
づ
つ
の
計
六
名

㊥
演
奏
北
九
州
高
等
工
業
専
門
学
校
ブ
ラ

ス
バ
ン
ド

落
語
に
は
〝
枕
（
ま
く
ら
）
を
振
る

と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。

枕
と
は
、
本
題
の
噺
（
は
な
し
）
に

入
る
前
に
、
ち
ょ
っ
と
し
た
話
や
そ
の

時
々
の
世
相
を
風
刺
し
た
話
で
お
客
さ

ん
を
く
す
ぐ
る
前
置
き
の
こ
と
で
、
そ

う
し
た
話
を
す
る
こ
と
を
〝
枕
を
振
る

が
と
言
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
〝
枕
〃
に
対
す
る
会
場
の
反
応

に
よ
っ
て
、
そ
の
日
の
お
客
さ
ん
の
文

化
水
準
が
分
か
る
と
言
え
ば
「
何
を
え

ら
そ
う
な
こ
と
言
っ
て
」
と
お
っ
し
ゃ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
わ
た

し
は
、
あ
る
意
味
で
当
た
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。
な
ぜ
な

ら
、
「
笑
い
こ
そ
文
化
を
測
る
バ
ロ
メ

′

こ
の
一
言
で
、
そ
の
場
の
雰
囲
気
は

い
っ
ぺ
ん
に
和
や
か
に
な
り
、
ク
ス
ク

ス
と
い
う
笑
い
声
さ
え
起
こ
っ
た
の
で

す
。こ
れ
は
一
つ
の
例
で
す
が
、
と
か
く

と
げ
と
げ
し
く
な
り
が
ち
な
人
間
関
係

も
、
笑
い
と
い
う
潤
滑
油
を
上
手
に
使

え
ば
う
ま
く
い
く
の
で
す
。
わ
た
し
は

「
日
本
人
の
文
化
の
度
合
い
も
世
界
に

誇
っ
て
い
い
な
あ
」
と
、
う
れ
し
く
な

り
ま
し
た
。

と
い
う
の
も
、
笑
い
と
い
う
潤
滑
油

を
日
常
生
活
に
ど
う
取
り
入
れ
て
い
く

か
が
、
文
化
を
育
て
る
心
と
深
い
関
係

が
あ
る
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
か

ら
で
す
。

よ
う
に
、
わ
た
し
た
ち
は
今
こ
そ
古
い

も
の
の
良
さ
を
知
り
、
そ
れ
を
基
礎
に

現
代
の
文
化
を
育
て
て
い
か
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

た
だ
、
ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
の
は
、

最
近
の
若
い
人
た
ち
が
梯
ぽ
た
式
の
文

化
し
か
撃
受
し
て
い
な
い
よ
う
に
患
え

る
こ
と
で
す
。
テ
レ
ビ
や
雑
誌
な
ど
の

マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
を
う
呑
（
の
）
み
に

し
過
ぎ
て
い
る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な

い
の
で
す
。

古
典
文
学
に
は
、
た
っ
た
一
行
の
文

章
に
も
、
大
変
な
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン

を
か
き
た
て
て
く
れ
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。
劇
画
で
は
味
わ
え
な
い
広
が
り
の

あ
る
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
…
…
。

＝
文
化
の
日
に
寄
せ
て
＝

笑
い
は
文
化
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー

落
語
家
　
三
　
遊
　
亭
　
腫
　
楽

昨年の「防犯の日宣首大会」での
町内パレード

ー
ク
ー
」
だ
と
信
ず
る
か
ら
で
す
。

▽
笑
い
は
暮
ら
し
の
潤
滑
油
△

先
日
、
飛
行
機
の
中
で
、
こ
ん
な
情

景
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。

気
圧
の
関
係
で
、
機
体
が
ぐ
ら
っ
と

揺
れ
た
と
き
の
こ
と
で
す
。
そ
の
あ
お

り
を
受
け
て
、
あ
る
ご
婦
人
の
手
に
し

て
い
た
紙
コ
ッ
プ
の
ジ
ュ
ー
ス
が
こ
ぼ

れ
、
隣
り
に
座
っ
て
い
た
紳
士
の
ズ
ボ

ン
を
ぬ
ら
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

さ
あ
、
大
変
。
わ
た
し
は
、
ど
う
な

る
こ
と
か
と
思
っ
て
見
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
紳
士
、
少
し
も
あ

わ
て
ず
「
い
や
、
い
や
、
あ
と
で
機
長

に
文
句
を
言
っ
て
お
き
ま
す
か
ら
」

▽
温
故
知
新
で
文
化
を
育
て
る
△

落
語
家
と
し
て
、
日
本
の
古
典
文
学

を
わ
た
し
な
り
に
勉
強
し
て
い
ま
す

が
、
万
葉
集
や
宇
治
拾
遺
物
語
あ
る
い

は
室
町
時
代
の
御
伽
（
お
と
ぎ
）
草
子

な
ど
を
ひ
も
と
い
て
み
る
と
、
日
本
人

の
ユ
ー
モ
ア
、
ウ
イ
ッ
ト
（
機
知
）
に

対
す
る
素
晴
ら
し
い
感
性
に
驚
嘆
し
て

し
ま
い
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
日
本
人
に
は
、
こ
の
よ

う
な
ユ
ー
モ
ア
感
覚
が
古
く
か
ら
脈
々

と
受
け
継
が
れ
て
き
て
い
る
の
で
す
。

世
界
に
誇
れ
る
高
い
文
化
の
血
が
流
れ

て
い
る
の
で
す
。
こ
れ
は
、
大
い
に
自

信
を
持
っ
て
よ
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す

〝
温
故
知
新
″
と
い
う
言
葉
が
あ
る

知
性
と
い
う
の
は
、
自
ら
求
め
て
こ

そ
本
当
に
自
分
の
身
に
つ
い
た
も
の
に

な
る
、
と
ふ
だ
ん
か
ら
確
信
し
て
い
る

か
ら
で
す
。
そ
し
て
、
文
化
に
対
す
る

態
度
に
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
と
思
い

ま
す
。人
間
は
水
が
な
い
と
生
き
て
い
け
な

い
よ
う
に
、
文
化
の
育
た
な
い
国
は
不

幸
で
す
。
文
化
が
よ
り
艮
く
育
つ
、
向

上
す
る
と
い
う
こ
と
こ
そ
、
平
和
で
あ

る
こ
と
の
象
徴
だ
と
思
い
ま
す
。

「
文
化
と
は
水
な
り
」
1
こ
の
精

神
で
、
わ
た
し
も
精
進
に
励
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

（談）
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母
子
手
帳
の
交
付

▽
。
時
帯
1
5
1
ｍ
一
年
前
琵

▽
場
所
　
役
場
西
別
館

▽
内
容
　
母
子
保
健
制
度
の
説
明
、

母
子
手
帳
の
使
い
方
、
検
診
結
果
の

説
明
、
個
人
相
談

※
注
意
事
項

①
保
健
所
で
の
妊
婦
検
診
終
了
後
1
0

日
以
上
経
っ
て
い
る
こ
と
。

㊥
印
鑑
を
持
参
の
こ
と
。

㊥
で
き
る
だ
け
本
人
が
お
い
で
下
さ

い
。

母
　
親
　
学
　
級

▽
日
時
　
1
1
月
1
日
　
第
1
課

ｎ
月
8
日
　
第
2
課

1
1
月
1
5
日
　
第
3
課

。
受
付
　
1
3
時
～
1
3
時
3
0
分

▽
場
所
　
第
1
課
と
第
2
課
は
役
場
西

別
館
、
第
3
課
は
農
業
団
地
セ
ン

タ
ー
（
農
協
水
巻
支
所
横
）

▽
対
象
　
初
妊
婦

▽
持
参
品
　
母
子
手
帳

※
詳
し
い
内
容
は
、
母
子
手
帳
交
付

の
と
き
に
説
明
し
ま
す
。

4
カ
月
児
健
康
相
談

▽
日
時
　
1
1
月
1
0
日
（
水
）

午
後
1
時
～
午
後
2
時

▽
場
所
　
役
場
西
別
館

※

4

カ

月

児

（

生

後

1

2

0

日

～

1

5

0
日
）
の
乳
児
に
対
し
て
、
ハ
ガ
キ
で

個
人
通
知
を
し
て
い
ま
す
。
ハ
ガ
キ
の

届
い
た
人
は
、
そ
れ
に
記
入
の
う
え
、

母
子
手
帳
と
バ
ス
タ
オ
ル
を
持
参
し
て

お
い
で
く
だ
さ
い
。
な
お
転
入
等
で
ハ

ガ
キ
が
届
い
て
な
い
方
は
、
衛
生
係
へ

連
絡
し
当
日
お
い
で
下
さ
い
。

老

　

人

　

検

　

診

▽
。
時
競
9
8
聖
1
。
時
ム
時

▽
場
所
　
机
山
荘

▽
対
象
者
　
六
十
五
歳
以
上
の
人

▽
検
査
内
容
　
検
尿
、
血
圧
測
定

個
人
相
談

※
健
康
手
帳
を
、
お
持
ち
の
万
は
必
ず

持
参
く
だ
さ
い
。

糖
尿
病
教
室
を
開
催

糖
尿
病
教
室
が
1
1
月
4
日
か
ら
始
ま

り
ま
す
。
申
し
込
み
を
さ
れ
た
方
は
、

忘
れ
な
い
よ
う
に
受
講
し
て
下
さ
い
。

な
お
、
教
室
は
四
日
と
も
受
講
し
ま

し
ょ
，
つ
。

な
お
、
不
明
な
点
は
役
場
衛
生
係
へ

お
た
ず
ね
下
さ
い
。

▽
日
時
1
1
月
4
日
　
糖
尿
病
の
し
く
み

1
1
月
1
1
日
　
糖
尿
病
と
運
動

1
1
月
1
8
日
　
糖
尿
病
食
実
習
　
Ｉ

1
1
月
2
5
日
　
糖
尿
病
食
実
習
　
Ⅱ

。
受
付
　
1
3
時
～
1
3
時
3
0
分

▽
場
所
　
農
業
団
地
セ
ン
タ
ー

√
．

軍
人
恩
給
を
受
け
て
る
方
へ
／

軍
人
恩
給
の
加
算
改
定
額
の
請
求
を

現
在
旧
軍
人
の
普
通
恩
給
、
普
通
扶

助
料
を
受
給
さ
れ
て
い
る
人
で
、
軍
歴

が
実
役
と
加
算
年
を
合
せ
て
十
三
年
以

上
あ
る
と
思
わ
れ
る
万
は
、
年
齢
が
六

十
歳
に
な
る
と
加
算
改
定
額
の
請
求
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、
「
改

雲
の
縞
巌
相
談

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
、
か
た
く
守

り
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

▽
日
時
　
1
1
月
8
日
、
1
5
日
、
2
2
日

い
ず
れ
も
1
3
時
～
1
6
時

▽
場
所
　
水
巻
町
「
町
民
会
館
」

▽
主
催
　
水
巻
町
社
会
福
祉
協
議
会

定
履
歴
申
立
書
」
と
「
恩
給
証
書
の
写

」
を
終
戦
当
時
の
本
籍
県
の
県
庁
援
護

課
あ
て
送
っ
て
下
さ
い
。

な
お
、
改
定
履
歴
申
立
書
の
用
紙
は

役
場
社
会
課
民
生
係
に
あ
り
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
民
生
係
へ
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

無
縁
墳
墓
の
改
葬

▽
所
在
地
　
宮
崎
県
佐
土
原
町
大
字
下

田
島
八
九
七
二
番
地
　
宮
本
墓
地

。
届
出
先
　
佐
土
原
町
役
場
環
境
衛
生

課

（

魯

0

9

8

5

7

・

3

・

2

5

7

0
）

。
届
出
期
限
　
5
7
年
1
0
月
3
0
日
ま
で

▽
所
在
地
　
鹿
児
島
県
鹿
屋
市
田
崎
町

四
二
七
番
地
　
釘
田
墓
地

。
届
出
先
　
鹿
屋
市
役
所
企
画
開
発
室

（

魯

0

9

4

4

・

3

・

2

1

1

1

）

。
届
出
期
限
　
5
7
年
1
0
月
3
1
日
ま
で

▽
所
在
地
　
熊
本
県
宇
土
市
栄
町
字
嶋

の
内
六
九
番
地

。
届
出
先
　
宇
土
市
役
所
都
市
計
画
課

（

魯

0

9

6

4

2

・

2

・

1

1

1

1

）

。
届
出
期
限
　
5
7
年
1
1
月
3
0
日
ま
で

▽
所
在
地
　
佐
賀
県
嬉
野
町
「
好
松
墓

地
」
　
「
鷹
の
巣
墓
地
」

。
届
出
先
　
嬉
野
町
役
場
都
市
計
画
室

（

審

0

9

5

4

4

・

3

・

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

）

。
届
出
期
限
　
5
7
年
1
2
月
2
0
日
ま
で

▽
所
在
地
　
宮
崎
県
佐
土
原
町
大
字
上

田
島
二
、
八
五
二
－
一
　
「
一
ツ
瀬

松
之
馬
場
墓
地
」

。
届
出
先
　
佐
土
原
町
役
場
環
境
衛
生

課

（

骨

0

9

8

5

7

・

3

・

2

5

7

0
）

。
届
出
期
限
　
5
7
年
1
2
月
2
5
日
ま
で

老
人
実
態
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

現
在
、
水
巻
町
に
は
七
十
歳
以
上

の
お
年
寄
が
、
千
七
百
十
二
名
お
ら

れ
ま
す
。

最
近
、
人
口
の
高
齢
化
に
伴
い
核

家
族
の
増
加
が
著
し
く
、
一
人
暮
ら

し
の
老
人
や
夫
婦
暮
ら
し
、
永
年
病

床
で
介
護
を
う
け
て
い
る
ね
た
き
り

老
人
の
方
が
増
え
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
、
「
お
年

寄
り
の
状
況
」
を
調
査
把
握
し
、
今

後
の
社
会
福
祉
増
進
の
基
礎
資
料
と

す
る
た
め
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
と

民
生
委
員
協
議
会
協
同
で
六
十
九
歳

以
上
の
老
人
の
お
ら
れ
る
世
帯
に
つ

い
て
調
査
を
い
た
し
ま
す
。
地
区
担

当
民
生
委
員
が
お
伺
い
し
ま
し
た
な

＼
／
，
・
．
．
′
．
＼
．
・
Ｈ
ヽ
．
／
，
．
．
．
′
ｌ
ｔ
ｌ
′
．
1
．
．
1
－
，
－
．
一
－
1

ら
ば
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
　
ハ

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◎
調
査
事
項

家
族
、
親
族
、
健
康
状
況
、
生

活
状
況
、
動
作
の
自
立
性
、
介
護

者
の
有
無
、
住
居
の
状
況
な
ど

◎
調
査
期
間

1

0

月

2

5

日

～

1

1

月

2

5

日

◎
対
象
世
帯

6
9
歳
以
上
の
老
人
の
お
ら
れ
る

全
世
帯

ｌ
／
・
．
：
ｌ
ｔ
Ｉ
．
′
，
1
－
一
ｌ
ｌ
’
：
°
．
．
1
ｔ
．
一
ｔ
．
1
．
ノ
1
．
．
°
，
ｔ
ヽ
ノ
：
・
ｌ
ノ
．
1
▼
こ
．
，
＼
／
．
ｔ
．
．
／
1
．
4
日
ｌ
Ｉ
／
1
．
．
‘
ｌ
ｔ
ｔ
．
Ｊ
ｒ
ｌ
．
．
一
一
′
ｌ
’
：
．
1
1
ｔ

ｒ
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婦

人

教

養

講

座

を

開

設
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妻
と
し
て
、
母
と
し
て
、
家
庭
で
の

婦
人
の
役
割
は
重
大
で
す
。
水
巻
町
公

民
館
で
は
、
家
庭
婦
人
と
し
て
広
く
教

養
を
修
め
る
た
め
、
水
巻
町
婦
人
教
養

講
座
を
計
画
し
ま
し
た
。

参
加
対
象
は
、
町
内
に
住
む
家
庭
婦

人
。
人
員
は
百
五
十
人
ま
で
で
す
。

あ
な
た
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
程
及
び
内
容

。
会
場
　
水
巻
町
町
民
会
館

。
時
間
　
1
0
時
～
1
2
時

5
7
年
1
1
月
1
0
日
　
主
婦
の
役
割

芦
屋
町
教
育
委
員
長

柴
田
房
枝

1
1
月
2
4
日
　
家
族
の
健
康

遠
賀
保
健
所
吉
田
経
子

5
8
年
2
月
9
日
　
婦
人
の
教
養

水
巻
町
教
育
委
員
長

吉
田
サ
カ
エ

高

齢

者

教

養

講

座

を

開

設

こ
の
講
座
は
、
高
齢
者
の
か
た
が
た

が
広
く
教
養
を
修
め
、
い
つ
ま
で
も
若

々
し
く
健
康
で
地
域
社
会
に
積
極
的
に

参
画
し
て
、
充
実
し
た
生
活
を
創
り
出

す
た
め
開
催
す
る
も
の
で
す
。

多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
ま
す
。

▽
日
程
及
び
内
容

。
会
場
　
机
山
荘

。
場
所
　
1
1
時
～
1
3
時

※
町
内
を
北
・
南
に
分
け
て
日
程
を

組
み
ま
し
た
。
該
当
す
る
日
に
受
講

し
て
下
さ
い
。

5
7
年
1
2
月
1
3
日
　
健
康
と
レ
Ｕ
．
．
］

1
2
月
1
4
日
　
　
食
生
活
　
　
南

遠
賀
保
健
所
栄
養
士
　
吉
田
綬
子

遠
賀
保
健
所
医
師
　
　
劉
　
聯
益

5

7

年

1

2

月

2

0

日

1

2

月

2

1

日

5

8

年

3

月

1

4

日

3

月

1

5

日

3

月

2

2

日

3

月

2

3

日

遠
賀
川
河
口
　
北

ぜ
き
見
学
　
南

書
道
、
ペ
ン
習
字
、
栄
養
と
料
理

保
育
、
編
物

。
こ
の
研
究
集
会
の
聞
合
せ
は
、
県
教

育
庁
指
導
第
二
部
社
会
教
育
課
ま
で

（

審

0

9

2

・

6

5

1

・

ｌ

1

1

1

内

5

2

0

2

）

寄

付

の

お

礼

香
典
返
し
と
し
て
次
の
か
た
か
ら
社

会
福
祉
協
議
会
に
ご
寄
贈
が
あ
り
ま
し

た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

苫
田
二
　
故
　
穴
井
　
カ
メ
殿

穴
井
光
年
郎
殿

高
松
団
地
　
故
　
坂
井
　
三
郎
殿

坂
井
　
幸
子
殿

秋
期
狂
犬
病
予
防
注
射

前
回
も
れ
た
犬
は
、
か
な
ら
ず

受
け
ま
し
ょ
う

▽
日
時
　
1
0
月
2
9
日
（
金
）

迫
時
3
0
分
～
1
5
時
ま
で

▽
場
所
　
水
巻
町
町
民
会
館
前

ｈ°．．．－ｃｈ1－4ｌ＿4－ｄヽ°ｌ－ｌｈ一．ｄｈｔ．ｔｌｈｄｈ4－＿ｌｈ4ｈｄｈｔｌｔ4ヽｄヽｄｌ．ｌｈ4－4．＿ｔ＿ｌヽ1ｌｑｌ＿ｌｈ4ｈ4－．ｌｈｌｈｄｌｔ－．4ｔｄｈｄ－．ｌｈ4ｈｄｈ

社
会
福
祉

制
度
の
知
識

クク

レ
し
．．「Ｔ南

レ
し
」
」
1南

須
恵
町
公
民
館
長
　
永
島
正
夫

社
会
通
信
教
育

受
講
者
研
究

集
会
を
開
き
ま
す

▽
会
場
　
福
岡
市
中
央
市
民
セ
ン
タ
ー

▽
期
日
　
1
1
月
2
1
日
（
日
）

▽
対
象
者
　
文
部
省
認
定
社
会
通
信
教

育
受
講
者
及
び
今
後
受
講
を
希
望

す
る
人

▽
日
程
　
9

1
0
～
1
1

1
1
～
1
6

▽
対
象
課
程

3

0

～

1

0

・

3

0

　

受

付

開
会
式
、
体
験
発
表

面
接
指
導
、
情
報
交
換

速
記
、
レ
タ
リ
ン
グ
、

みずき　ひでのぶ

水城　秀信ちゃん
昭和56年11月6日生

（富美望）さんの長男

一人で立ちも出来ます。音楽

をかけると楽しく腐る元気な男

の子です。いつまでも今のよう

に明るく、たくましく育ってネ

（梅ノ木団地7棟）

たけせ　ともこ

武瀬　朋子ちゃん
昭和57年1月2日生

（講書）さんの長女

：　食欲旺盛で家中元気に這い回

；っています0人見知りせず愛嫡
ｉ　を振りまき、笑顔のとても可愛

…　い子です。やさしい明るい子に

ｉ　育ってネ。　（おかの台7棟）
．．ｌ‾ｔＦｔｌｔ一一ｔ…ｔｌｔｔ′－′．．ｔｌ．ｔＰｔ，－ｌ．ｔＰｔ－ｔｌ．．Ｐｌｐｔｌｔｌ

国
民
年
金
の
保
険
料
は

ま
だ
上
が
る
の
で
す
か
？

国
民
年
金
の
財
政
は
、
皆
さ
ん
の
納

め
ら
れ
た
保
険
料
と
国
庫
負
担
、
積
立

金
の
運
用
利
益
、
そ
れ
に
後
世
代
の
人

々
の
負
担
を
財
源
と
し
て
、
必
要
な
年

金
額
を
賄
う
と
い
う
収
支
の
バ
ラ
ン
ス

の
上
に
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
年
金
額
は
、
国
民
の
要

望
と
生
活
水
準
の
上
昇
に
合
わ
せ
、
毎

年
の
よ
う
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
た
と
え

ば
十
年
年
金
で
は
、
当
初
年
額
九
千
六

百
円
で
あ
っ
た
も
の
が
、
現
在
で
は
三

十
五
万
七
千
五
百
円
に
な
っ
て
い
ま
す

こ
の
よ
う
に
年
金
額
は
引
き
上
げ
ら
れ

ま
た
平
均
寿
命
の
伸
び
と
と
も
に
年
金

を
受
け
る
人
も
増
え
、
そ
の
受
け
る
期

間
も
長
く
な
っ
て
来
て
い
ま
す
。

高
齢
化
社
会
の
到
来
と
と
も
に
年
金

給
付
費
は
今
後
も
増
加
の
一
途
を
た
ど

り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
を
と

る
た
め
に
、
今
後
と
も
必
要
最
低
限
の

保
険
料
の
段
階
的
引
き
上
げ
が
行
わ
れ

ま
す
。
又
、
こ
こ
で
お
考
え
い
た
だ
き

た
い
の
は
、
年
金
と
い
う
の
は
噸
送
り

の
親
孝
行
の
シ
ス
テ
ム
だ
と
い
う
こ
と

で
す
。

今
ま
で
家
庭
内
で
直
接
親
を
扶
養
し

て
い
た
も
の
が
、
現
在
で
は
年
金
と
い

う
仕
組
を
通
じ
て
社
会
全
体
で
行
な
わ

れ
て
い
る
の
で
す
。

そ
し
て
、
い
ま
養
っ
て
い
る
世
代
も

い
つ
か
は
養
わ
れ
る
側
に
な
っ
て
い
き

ま
す
。
い
わ
ば
年
金
は
、
世
代
と
世
代

の
助
け
合
い
な
の
で
す
。
し
か
し
、
若

い
世
代
の
負
担
能
力
に
も
限
界
が
あ
り

ま
す
。迫
り
来
る
高
齢
化
社
会
の
中
で
適
正

な
年
金
の
給
付
水
準
と
そ
れ
に
見
合
っ

た
保
険
料
負
担
に
つ
い
て
、
国
民
の
理

解
と
合
意
を
得
な
が
ら
制
度
の
運
営
の

た
め
に
国
と
し
て
も
努
力
を
続
け
て
い

き
ま
す
。
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体育　の　日　競技
⑬①①①①⑬⑬①

Ｂ
パ
ー
ト

。
吉
田
小
会
場

Ａ
パ
ー
ト

Ｂ
パ
ー
ト

準
優
勝

優
　
勝

準
優
勝

優
　
勝

準
優
勝

優
　
勝

頃
末
南

古
　
賀

下
二
町
住

商
松
田
地

下
二
Ａ

二

準
優
勝
　
頃
末
北

町
民
体
育
館
落
成
記
念
球
技
大
会

町
民
体
育
館
の
落
成
を
記
念
し
て
、
婦
人
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
、

卓
球
、
ハ
ト
ミ
ン
ト
ン
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

ｌⅢⅢ腑

十
月
十
日
－
。
秋
空
の
広
が
る
体
育

の
日
、
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
婦
人
レ

ク
バ
レ
ー
大
会
が
、
南
中
学
校
と
吉
田

小
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
に
は
、
四
百
二

十
四
名
が
参
加
し
、
今
年
は
初
優
勝
が

目
だ
ち
、
各
チ
ー
ム
と
も
日
頃
の
練
習

の
成
果
を
発
揮
し
て
、
大
接
戦
が
繰
り

ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

婦
人
レ
ク
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
は
、
二

百
三
十
九
名
が
参
加
。
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
二
回
、
三
回
目
の

優
勝
を
手
に
す
る
チ
ー
ム
が
目
だ
ち
ま

し
た
。な
お
、
試
合
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。

◇
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
◇

。
水
巻
南
中
会
場

Ａ
パ
ー
ト
　
優
　
勝
　
み
ず
ほ
団
地

準
優
勝
　
吉
田
ノ
一

Ｂ
パ
ー
ト
　
優
　
勝
　
吉
田
ノ
三

準
優
勝
　
二
町
住

。
吉
田
小
会
場

Ａ
パ
ー
ト
　
優
　
勝
　
頃
末
北

準
優
勝
　
机

Ｂ
パ
ー
ト
　
優
　
勝
　
樋
　
口

準
優
勝
　
吉
田
ノ
二

◇
婦
人
レ
ク
バ
レ
ー
◇

。
水
巻
南
中
会
場

Ａ
パ
ー
ト
　
優
　
勝
　
み
ず
ほ
団
地

（

◇
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル

バ
レ
ー
大
会
◇

。
4
0
歳
未
満
の
部

優
　
勝
　
鯉
口
Ａ
（
木
村
、
石
田

内
野
、
代
財
、
下
垣
）

準
優
勝
　
勤
労
者
Ｂ
（
春
木
、
柴

崎
、
江
藤
、
鳥
越
、
山

下
）

。
4
0
歳
以
上
の
部

優
　
勝
　
同
好
会
（
森
、
小
野
、

山
本
、
坂
田
、
永
石
）

準
優
勝
　
婦
人
会
Ｃ
（
室
井
、
小

林
、
井
上
、
大
田
）

◇
卓
　
球
　
大
　
会
◇

。
一
般
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

優
　
勝
　
後
藤
　
勇
（
二
町
住
）

準
優
勝
　
尾
山
康
弘
（
机
）

。
一
般
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

優
　
勝
　
緒
方
裕
子
（
新
生
街
）

準
優
勝
　
山
下
和
美
（
お
か
の
台

。
中
学
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

優
　
勝
　
瀬
口
　
忍
（
頃
末
）

準
優
勝
　
墨
田
寿
昭
（
頃
末
）

◇

ハ

ト

ミ

ン

ト

ン

大

会

◇

。
一
般
男
子
の
郵

便
　
勝
　
村
上
・
鎌
谷
組

準
優
勝
　
白
石
・
伊
藤
組

。
一
般
女
子
の
部

優
　
勝
　
遠
坂
・
中
村
姐

準
優
勝
　
仲
間
・
山
本
組

0
マ
マ
さ
ん
の
部

優
　
勝
　
江
口
・
西
上
組

準
優
勝
　
松
野
・
鶴
田
細

。
ジ
ュ
ニ
ア
の
部

優
　
勝
　
瀬
口
・
松
荘
組

準
優
勝
　
松
野
・
坂
口
組

で

国
の
進
学
ロ
ー
ン

の
ご
案
内

来
春
進
学
さ
れ
る
お
子
さ
ま
を

お
持
ち
の
方
へ

入
学
金
、
授
業
料
な
ど
の
進
学
の
た

め
の
費
用
が
必
要
な
方
は
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

。
ご
利
用
い
た
だ
け
る
方

高
校
、
高
等
専
門
学
校
、
短
大
、

大
学
、
専
修
学
校
な
ど
に
進
学
さ
れ

る
方
の
ご
父
母
で
、
収
入
（
年
）
が

給
与
所
得
者
六
百
万
円
以
内
、
事
業

所
得
者
四
百
四
十
万
円
以
内
の
方
。

。
ご
融
資
額

一
進
学
者
あ
た
り
五
十
万
円
以
内

。
利
率
　
年
八
・
四
％

。
保
証
人
一
名
以
上
必
要

。
返
済
方
法

毎
月
元
利
均
等
返
済
。
ご
希
望
に

よ
り
ボ
ー
ナ
ス
月
（
一
月
お
よ
び
七

月
）
増
額
返
済
を
併
用
で
き
ま
す
。

。
お
取
り
扱
い
期
間

来
春
進
学
さ
れ
る
方
に
つ
い
て
は

5
7
年
1
1
月
か
ら
5
8
年
4
月

☆
く
わ
し
く
は
、
も
よ
り
の
国
民
金
融

公
庫
、
銀
行
、
相
互
銀
行
、
信
用
金
庫

信
用
組
合
、
労
働
金
庫
、
農
協
、
漁
協

の
窓
口
ま
た
は
電
話
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。な
お
、
進
学
横
立
郵
便
貯
金
を
さ
れ

て
い
る
方
は
、
内
容
等
に
若
干
違
い
が

あ
り
ま
す
。
く
わ
し
く
は
、
お
近
く
の

郵
便
局
へ
ど
う
ぞ
。
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チ

ビ

ッ

子

ソ

フ

ト

ボ

ー

ル

大

会

遠
賀
・
中
間
地
区
対
抗

第
二
回
目
の
遠
賀
・
中
間
地
区
チ
ビ

ッ
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
、
九
月
十

五
日
開
か
れ
ま
し
た
。

各
市
・
町
か
ら
三
チ
ー
ム
づ
つ
参
加

し
、
水
巻
町
か
ら
は
上
二
、
お
か
の
台

吉
田
が
出
場
。
熱
戦
の
末
上
二
チ
ー
ム

が
優
勝
し
ま
し
た
。

九州空手道選手権大会

県知事賞に江頭謙造　さ　ん

郡
内
・
中
間
の
強
豪
を
相

手
に
、
見
事
優
勝
し
た
上

二
チ
ー
ム

一

第
四
回
九
州
空
手
道
連
合
会
の
九
州
選

手
権
大
会
が
、
九
月
十
二
日
八
幡
西
区
の

医
生
丘
小
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

九
州
各
地
か
ら
約
二
百
名
が
参
加
し
熱

戦
が
く
り
ひ
ろ
け
ら
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
水
巻
町
か
ら
も
、
水
巻
空

手
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
参
加
し
、
日
頃

の
練
習
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

入
賞
及
び
表
賞
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。
。
小
学
校
二
、
三
年
生
の
部

敢
闘
賞
　
山
口
　
塁

。
小
学
校
四
、
五
年
生
の
部

三
　
位
　
福
浦
賢
一

敢
闘
賞
　
山
口
慎
吾

。
小
学
校
六
年
、
中
学
一
年
生
の
部

敢
闘
賞
　
則
行
泰
男

。
一
般
の
部

県
知
事
杯
　
江
頭
謙
造

敢
闘
賞
　
一
柳
篤
志

第4回空手道連合会、九州選手権大会に出場
した水巻の選手の方々。

ス
　
ポ
ー
ツ
少
年
団

空
手
道
選
手
権
大
会
を
開
催

文
化
祭
　
の

水
巻
町
空
手
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で

は
、
約
百
三
十
名
の
選
手
が
参
加
し
て

選
手
権
大
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。日
頃
の
練
習
で
鍛
え
た
技
を
少
年
団

員
た
ち
が
披
質
し
ま
す
。

多
数
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
ま
す
。

▽
日
時
　
1
1
月
7
日
（
日
）

午
前
1
0
時
か
ら

▽
場
所
　
町
民
体
育
館

（
高
松
団
地
横
）

主
催
　
水
巻
町
空
手
道
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団

共
催
　
九
州
空
手
連
盟

船
津
京
太
郎
君
（
ニ
）

四
百
椚
ハ
ー
ド
ル
に
出
場

十
月
二
十
三
日
二
一
十
四
日
の
両
日

東
京
で
、
ジ
ュ
ニ
ア
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
開
か
れ
ま
す
。

上
二
の
船
津
京
太
郎
君
（
県
立
戸
畑

高
校
二
年
）
が
、
四
百
刑
ハ
ー
ド
ル
に

出
場
し
ま
す
。
健
闘
を
祈
り
ま
す
。

菊
か
お
る
文
化
の
日
を
中
心
に
、

文
化
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
作
品
展
示
会

を
町
民
会
館
に
お
い
て
次
の
と
お
り

行
な
い
ま
す
。

町
民
の
み
な
さ
ま
の
多
数
の
ご
観

覧
を
お
ま
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◎
菊
花
展
　
1
1
月
2
日
～
6
日

（
町
民
会
館
う
ら
）

◎
華
道
展
　
1
1
月
4
日
～
6
日

（
町
民
会
館
ホ
ー
ル
）

◎
水
墨
画
展
　
1
1
月
4
日
～
6
日

展
示
会（

町
民
会
館
ホ
ー
ル
）

◎
盆
栽
展
　
1
1
月
2
日
～
6
日

（
町
民
会
館
玄
関
ホ
ー
ル
）

◎
書
道
（
魚
拓
）
展

1

1

月

2

Ｒ

Ｔ

（

6

日

（
町
民
会
館
日
本
間
〕

※
期
間
中
の
開
館
時
間

午
前
9
前
～
午
後
8
時
ま
で

※
6
日
は
、
午
後
3
時
か
ら
撤
去
し

ま
す
。
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ロ
発
行
人
　
水
巻
町
長
　
伊
　
藤
　
衛
　
門

■■■＼

□
編
　
集
水
巻
町
総
務
課
（
電
2
0
1
－
4
3
2
1
）

11月のし尿汲取予定日

頃末（1、2、3、4、7、10区）、猪熊

頃末（1、7、8、16区）、林住宅、吉田
三（垣添町住）、猪鮨

頃末（22、24区）、吉田二6区、吉田三5
区、猪熊

5日　頃末（22、24区）、吉田二（1、2区）、

吉田三（2、5、6区）、猪鰯、15日まわ

り（環境整備）

6日　吉田三（1、2、3、5、6、11区）、15

日まわり（太洋社）、猪熊、新生街（山ノ

ロ団地）、頃末（15、25区）

3日　吉田三（緑風園）、頃末（松栄荘、18区）、

猪熊

9日　頃末（17、19、20、21区）、頃未（松栄荘）

美吉野、頃末（5、12、13区）

10日　頃末（9、10、20、21区、みずまき苑）、

下二、伊左座、立屋敷、美吉野、頃末（5、
12、13区）

11日　吉田一（4、5、6、7、8、9区、吉田

工場団地）、二、下二、吉田二（1、8区、

川端通り、本村）、美吉野、頃末（6、11、
14区）

12日　吉田二（3、5、6、13、14、15、16区）、

二、頃末（6、11、14区）

13日　吉田二（3、4、6、7、8、9区、イワ

ゼ町住）、吉田一3区（月夜待）、宮ノ下、

机社宅、古賀、新生街

15日　下二町住、二町住、吉田一3区（商店街）、

吉田三（車返し）、古賀、机

16日　吉田団地（37～43、46－52枚）、二町住、

古賛、机

17日　吉田団地（19－22、27～36、44、45、53－

57、94～101棟）

18日　吉田団地（1－6、8－10、16～18、23～

26、60－65、83～85、102～113棟）、樋口

（卯月、中井樋口）

19日　吉田団地Ｃ7、11～15、66－73、76～82、

86～93、105、108棟）

20日　下二（1、2、3区）、吉田団地分譲、15

日まわり、猪熊町住

22日　二（1、2区、野間町住）、吉田二本村、

古賀県住

24日　二、伊左座、樋口、猪熊

25日　二（1、2区）、伊左座（3、5区）、下

二（4、10区、双葉荘）、猪熊

26日　下二〔5、6、7区）、伊左座（3、5区）
樋口、猪熊

27日　みずほ団地、樋口（赤水、川端通り）

29日　みずほ団地

水巻駅発車時刻表　霜豊年筈㌫鐙
小　 倉　 方　 面 博　 多　 方　 面

時　　 刻 行　　 先 時　　 刻 行　　 先

5 ：5 7 下　　　 関 5 ：2 8 熊　　　 本

6 ：2 9 小　　　　 倉 6 ：0 3 久　 留　 米

7 ：0 1 門　 司　 港 2 8 熊　　　 本

2 6 門司港 ・下関 5 1 久　 留　 米

4 1 ク　 ・小郡 7 ：0 2 南　 福　 岡

5 5 門　 司　 港 1 7 ケ
8 ：0 8 小　　　　 倉 4 7 荒　　　 尾

4 1 一ケ 8 ：0 4 佐　　　 賀

9 ：0 4 小　　　　 郡 2 3 久　 留　 米

2 2 下　　　 関 3 3 博　　　　 多

4 0 門　 司　 港 9 ：0 6 南　 福　 岡

5 6 ク 2 1 佐　　　 賀

1 0 ：1 9 ケ 3 3 南　 福　 岡

5 6 ク 5 8 ノシ
1 1 ：2 8 門 司港 ・小郡 1 0 ：3 1 博　　　 多

1 2 ：2 9 〃　 ・下関 5 7 南　 福　 岡

4 8 門　 司　 港 1 1 ：2 8 ク
1 3 ：2 2 下　　　 関 5 5 博　　　 多

5 3 門　 司　 港 1 2 ：3 8 南　 福　 岡

1 4 ：2 5 下　　　 関 1 3 ：4 2 ク

4　7 ・ケ 5 6 一ケ
1 5 ：2 1 門司港 ・下関 1 4 ：3 2 久　 留　 米

4 6 ク　　　　　ケ 5　5 博　　　 多

1 6 ：2 0 下　　　 関 1 5 ：3 8 佐　　　 賀

3 9 門　 司　 港 5 6 能　　　 本

5　7 下　　　 関 1 6 ：4 0 荒　　　 木

1 7 ：2 2 門　 司　 首巻 5 5 荒　　　 尾

4 2 門 司港 ・小郡 1 7 ：3 7 南　 福　 岡

5 6 門　 司　 盲巷 5 0 久　 留　 米

1 8 ：2 5 小　　　　 郡 1 8 ：0 2 博　　　　 多

4 6 門　 司　 盲巷 ユ　9 久　 留　 米

1 9 ：0 7 ケ 3 9 能　　　 本

3 7 ク 5 3 博　　　　 多

2 0 ：0 1 ノシ 1 9 ：2 6 南　 福　 岡

3 0 小　　　　 倉 5 2 久　 留　 米

4 1 門　 司　 港 2 0 ：0 7 熊　　　 本

2 1 ：2 2 ノン 3 5 南　 福　 岡

4 2 一シ 2 1 ：1 2 博　　　　 多

2 2 ：1 6 ノシ 3 3 南　 福　 岡

4 6 下　　　 関 2 2 ：0 6 荒　　　 尾

2 3 ：2 6 門　 司　 港 3 6 南　 福　 岡

0 ：．0 3 ノシ 2 3 ：1 1 一シ

度
へ
前
号
の
正
解
）

白
1
の
ツ
ケ
が
初
手
。

黒
2
の
オ
サ
工
の
と
き
、

白
3
と
ツ
ケ
を
き
か
せ

て
か
ら
、
5
の
バ
ネ
で

死
。


